
備考 運動のできる服装，体育館シューズをお持ちください。

講習No.
S23
選択

【選択】教師と子どものための
　　　メンタルヘルス

講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成28年11月19日（土）

主な受講対象者 小学校・中学校・高等学校教諭、養護教諭、栄養教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭、養護教諭、栄養教諭
定員

150人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験
松田　真理子（臨床心理学部臨床心理学科准教授）
平尾　和之（臨床心理学部臨床心理学科准教授）担当講師

小・中・高校時代は、様々な対人関係を通して社会性を身につけながら、一方で「自分らしさ」という個性を形成
していく心理的課題に満ちた時期です。この時期には、身体的・社会的にも大きな変化をともない、精神的不調
が起こりやすくもあります。本講習では、この時期に子ども達が直面する様々な心理的課題や精神的不調、孤食
や不規則な食生活に纏わる課題、摂食障害など精神・身体面での問題、そして子ども達を育み守る教師自身の
メンタルヘルスについて、その理解と具体的対応・援助を学びます。

1限
９：0０～１０：3０（9０分）

子どもの発達課題と心の不調
学童期・思春期の各年代にお
ける発達課題と心の不調につ
いてエリクソンのライフサイ
クル理論と精神医学の観点か
らお話しいたします。

2限
１０：40～１2：10（9０分）

学校現場における課題と
具体的対応
学童期・思春期の子どもの精
神的不調に対する具体的対
応、学校現場での課題、父母へ
の対応と支援、医療機関との
連携、教職員自身のメンタル
ヘルスなどにつき、演者のス
クールカウンセラーとしての
経験を踏まえながらお話しい
たします。

3限
１3：10～１4：40（9０分）

教師の精神的不調の理解と
援助
教師に起こりやすい精神的不
調（ストレス関連、不眠、不安、
うつ）の理解と援助について、
精神科医としての経験を踏ま
えながら、お話しいたします。

4限
１4：5０～１6：2０（9０分）

子どもの精神的不調の理解と
援助
学童期・思春期の子どもに起
こりやすい精神的不調（発達
障害・虐待にともなう問題、自
律神経症状、不安・うつ、摂食
障害、そしていま話題の精神
病様体験まで）の理解と援助
について、精神科医としての
経験を踏まえながら、お話しい
たします。

5限
１6：30～１7：00（30分）

修了認定試験

講習No.
S24
選択

講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成28年11月26日（土） 受講料 6，000円

坂本　裕子（京都文教短期大学食物栄養学科教授）
坂本　千科絵（京都文教短期大学食物栄養学科講師）
久米　雅（京都文教短期大学食物栄養学科講師）

主な受講対象者 小学校・中学校教諭、栄養教諭

講習の概要 ①教員や子どもたちの健康に関する正しい知識と望ましい食・運動習慣を身につけられるよう、国民健康・
　栄養調査および児童生徒の食生活実態調査に基づきライフステージ毎に現状を示して講義する。
②習得した知識が日常の生活で実践できるよう、「食事バランス」、「運動実践」という2つの視点から具体的な
　取り組み方法について講義・演習する。

対象職種 教諭・栄養教諭
定員

30人

時間数

6時間

試験方法

筆記試験
担当講師

1限
9:00～11:00（120分）

運動の観点から10年後の自分を
イメージし、今できることを考える
１．ライフステージ毎の運動実施状況
　 と問題点（運動の必要性をデータで
　 示し、相応しい運動内容を説明する）
２．有酸素運動の実践方法（心拍数を
　 用いた運動強度の設定等）

2限
11:10～12:30（80分）

食と健康について
時間栄養学の観点から考えよう
１．調査結果などから児童～成人の
　 食生活と健康状況の現状と課題を
　 さぐる
２．時間栄養学をもとに生活リズム、
　 心身の健康づくりを考える

3限
13:30～15:30（120分）

バランスの良い食事の取り方と
おいしさの不思議を考えよう
１．「バランスの良い」食事について
　 学校給食をモデルに考える
２．おいしさの不思議を理解する

4限
15:40～16:20（40分）

修了認定試験

【選択】食と運動の視点から自らの健康の
　　　重要性を知り、実践力を高める
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